
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
                           
 

 

 

 
 

 
 
 

 

ＪＲ東労組横浜地本は「公平・公正な過半数代表者の選出と『社友会』への厳正な指導を求める」緊急申

し入れ」の団体交渉を行いました。【詳細は、ＪＲ東労組横浜地本情報第２５号（２０２２年８月４日発行）参

照】交渉では、公平・公正な過半数代表者に向けて議論を行いました。議論となった過半数代表選では、就

業規則違反の社友会活動が発生していることを主張し、会社の基本的な考えが明らかになりました。 
 

組合の主な主張 会社の主な主張 

会社は社友会を「社員の自主的な

組織」と何故規定しているのか？ 

 

会社が社友会に資金援助したり、人材育成費を使う事はあるのか？ 
 

勤務時間中の社友会活動および会社

施設や会社設備を使用した社友会活

動について見解を示すとともに関係者

に厳正な指導を行うこと。 

就業規則に則り取り扱うことになる。社友会の会

合等について会社施設の利用を認める等、然る

べき手続きを経たうえで社員活動に便宜を供す

ることは、何ら問題ないものと考えている。 

「就業規則に則り」とは、就業規則のどこに関係するのか？ 

 

勤務時間中に社友会活動は行えるのか？ 
 

社友会はパソコンやプリンター、コピー機は使えるのか？

勤務時間外の業務用メールでの社友会活動は？ 

 

 

「勤務時間中」および「然るべき手続きを得ない会社施設や 

会社設備を使用した」社友会活動は就業規則違反です。 
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ＪＲ東労組ホームページ 

 


